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2024 年 11 月 21 日～22 日にポルトガルのリスボンにある Fundação
Oriente 博物館で開催された EUCOMS（欧州地域精神保健サービス提
供者ネットワーク） リスボンセミナーの最終報告書を発表できることを
誇りに思います。当初は 100 人未満の参加者を対象とした親密なセミ
ナーとして構想されていましたが、ヨーロッパ全土の 11 か国から 350
人の参加者を迎えることができてうれしく思います。圧倒的な反響により、
この集まりは活気に満ちた影響力のある会議となり、取り上げられたト
ピックの重要性とメンタルヘルスコミュニティの熱意を強調しました。

この会議は「コミュニティにおける持続可能なメンタルヘルスとポルトガ
ルのメンタルヘルス改革」というテーマを中心に行われ、次のような重要
なトピックを探求するプラットフォームを提供しました。

• コミュニティメンタルヘルスチーム (CMHT) のトレーニングと実装
• 持続可能なリカバリーとインクルージョン（包摂）の実践
• ピアサポートとリカバリーカレッジの経験
• ハウジングファーストの取り組みと社会的処方
• さまざまなヨーロッパ諸国のメンタルヘルス改革の例

このレポートには、プレゼンテーションの要約、講演者のプロフィール、
厳選された PowerPoint スライド、およびリスボンの革新的なコミュニ
ティメンタルヘルスプロジェクトの現場訪問の写真と説明が含まれてい
ます。これらの訪問は、ポルトガルのメンタルヘルス改革の目覚ましい
進歩を示し、参加者に現実世界のインスピレーションを与えました。

このレポートがイベントの精神を捉え、持続可能なメンタルヘルスケアの
継続的なコラボレーションと進歩のためのリソースとして役立つことを
願っています。この会議を大成功に導いてくださったすべての講演者、
参加者、主催者に感謝します。

イントロダクション

セミナーからの洞察
コミュニティにおける持続可能なメンタルヘルス



EUCOMS リスボンミーティングは、3 人の著名な人物による温かい開会の挨拶で始まり、イノ
ベーション、コラボレーション、持続可能なメンタルヘルスケアに焦点を当てたイベントの雰囲気を
盛り上げました。

• ポルトガルのメンタルヘルス政策の国家コーディネーターである Miguel Xavier 氏は、ポルト
ガルがメンタルヘルス改革で成し遂げた進歩と、コミュニティベースのメンタルヘルスケアを促進する
ための継続的な取り組みの重要性を強調しました。
• EUCOMS ネットワークの議長であり、GGZ Noord-Holland-Noord の FIT アカデミーの
ディレクターである René Keet 氏は、ヨーロッパ全体で進歩を推進する上でのコラボレーションと
知識の交換の役割を強調しました。
• Joaquim Gago 氏 (医学博士、理学修士、博士、精神科医および心理療法士、ポルト
ガルのメンタルヘルス政策の国家コーディネーターのメンバー)

第1日目プレゼンテーション

演者と各プレゼンテーションについて



医学博士、博士、精神科医、国家メンタルヘルス政策調整ディレクター
NOVAメディカルスクール教授

ミゲル・ザビエル医学博士は、ポルトガル保健省の国家精神保健政策
調整局長を務めており、NOVAメディカルスクール-UNLの精神医学お
よび精神保健の教授でもあります。また、リスボン西部病院精神科の
上級コンサルタントでもあり、ポルトガルの精神保健改革の重要人物
としての役割に、豊富な臨床、学術、政策の専門知識をもたらしてい
ます。

ザビエル教授は、2021年1月に保健大臣から正式に精神保健政策の国
家コーディネーターに任命され、共和国官報に掲載された発表です。
この役職は、保健総局内の精神保健国家プログラム（PNSM）のディ
レクターとして、国家精神保健計画の策定と監督に尽力してきた同教
授の長年にわたる国家精神保健計画への取り組みを強調するものです。

同教授の仕事は、国家レベルと地域レベルの両方で精神保健サービス
を組織するための、調整された証拠に基づく原則の実施に重点を置い
ています。これには、関連する法的枠組みに概説されているように、
メンタルヘルス政策の戦略的計画、推進、評価が含まれます。ザビエ
ル教授は、PRR（リカバリーとレジリエンスプラン）に基づく資金の
配分やポルトガルのメンタルヘルス法の改正など、構造的変化を活用
して改革の障壁を克服することを強調しています。

（注：原文のPDFのリンクからスライドを見ることができます）

ポルトガルにおけるメンタルヘルス改革:
成果と課題



（注：原文のPDFのリンクからスライドを見ることができます）

医学博士、理学修士、博士、精神科医および心理療法士コンサルタント

ジョアキン・ソウザ・ガゴ博士は、医学博士、心理学博士で、リスボ
ン西部保健医療協会の精神科コンサルタントとして、オエイラス地域
精神保健チーム (CMHT) と連携し、NOVA 医科大学の精神科助教を務
めています。また、ポルトガル精神保健政策全国調整機構 (CNPSM) 
のメンバーでもあり、ポルトガルの精神保健改革の主要提唱者でもあ
ります。

ガゴ博士は、CNPSM、保健省、EUCOMS ネットワーク間の連携強化
に尽力し、国際的なベストプラクティスをポルトガルの精神保健政策
に統合するのを支援しています。彼は、CBT ポルトガル協会 (APTCCI)、
ポルトガル家族療法協会、国際早期精神病協会 (IEPA) などの組織に積
極的に関与しており、ポルトガル精神医学・精神衛生協会 (SPPSM) の
早期精神病ポルトガル支部の会長を務めています。

コミュニティ メンタル ヘルス チーム (CMHT) のトレーニングと実装、
および重度の精神疾患向けプログラムの開発に重点を置いて、ガゴ博
士はポルトガルのメンタル ヘルスケアを包括的でコミュニティベー
スのモデルに移行する上で重要な役割を果たしてきました。

特に、ガゴ博士は EUCOMS ネットワークとの主要なつながりの 1 つ
として機能し、CNPSM、保健省、EUCOMS 間の連携を強化して、メ
ンタル ヘルス改革のための貴重なパートナーシップを促進しました。

ポルトガルにおける CMHT のトレーニングと実装: 
最新情報と今後の方向性



博士、修士、NOVA国立公衆衛生大学院の研究者、NOVA高齢化グループの共同
コーディネーター

Maria João Marques 博士は、NOVA 国立公衆衛生学校の研究者で、グ
ローバル公衆衛生の博士号と高齢化と健康の修士号を取得しています。
NOVA 高齢化グループの共同コーディネーターを務め、ヘルスプロ
モーション、メンタルヘルス、脆弱な集団の医療サービスへのアクセ
スに焦点を当てた国際および国内プロジェクトで豊富な経験を持って
います。Marques 博士は、実装科学、混合手法研究、コミュニティ
ベースの参加型アプローチを通じて介入とポリシーを開発および評価
することに特に長けています。また、INTERDEM ネットワークとポル
トガル家族療法協会のメンバーでもあります。

Marques 博士は、EUCOMS リスボン会議の開催に重要な役割を果た
し、Joaquim Sousa Gago 博士と緊密に協力して、イベントが国際的
なベストプラクティスと EUCOMS ネットワークの目標に沿うように
しました。彼女の貢献は、セミナーの形成と国内外の利害関係者間の
協力の促進に大きく貢献しました。

セミナー中に彼女が行ったプレゼンテーションには機密データが含ま
れており、公開することはできませんでしたが、彼女の洞察は非常に
貴重でした。マルケス博士は、セミナーの成功における重要な役割と、
メンタルヘルス政策と介入の改善への献身により、このレポートで特
別に評価されるに値します。



医学博士、修士号、Unidade Local de Saúde de Lisboa Ocidental の精神医学レジ
デント、およびメンタルヘルス研究者

ディオゴ・フランシスコ・ロドリゲスは、NOVA メディカル スクール
で医学修士号を取得しており、現在は Unidade Local de Saúde de 
Lisboa Ocidental の精神科研修医として、Oeiras コミュニティ メンタ
ル ヘルス チームと緊密に連携しています。NOVA SBE でヘルスケア
管理の大学院学位を取得しており、リスボン国際グローバル メンタ
ル ヘルスのメンタルヘルスポリシーとサービスコースに在籍してい
ます。

ロドリゲス博士は、ポルトガルの病院センターの医療従事者の間での
メンタルヘルスのスティグマ（偏見）に焦点を当てたメンタルヘルス
研究に積極的に関与しています。また、ポルトガルのメンタルヘルス 
ポリシー調整局と協力して、ポルトガルのコミュニティメンタルヘル
スチームの影響を評価しています。

セミナーでは、ロドリゲス博士がマリア・ジョアン・マルケス博士と
共同で発表し、共同研究に関する貴重な洞察を提供しました。ただし、
発表のデータは機密扱いのため、公開することはできませんでした。
ロドリゲス博士の貢献はマルケス博士と並んで極めて重要であり、ポ
ルトガルにおけるメンタルヘルス研究と政策評価の推進における彼の
役割は認められるに値します。



医学博士、博士号、フェルナンド・フォンセカ病院のメンタルヘルス部門長、
リスボンのメンタルヘルス地域コーディネーター

テレサ・マイア博士は、臨床リーダーシップとメンタルヘルス政策の
分野で豊富な経験を持つ精神科医です。2013 年からフェルナンド・
フォンセカ病院のメンタルヘルス部門の責任者を務め、2016 年から
はリスボン地域のメンタルヘルス地域コーディネーターを務めていま
す。以前は、フェルナンド・フォンセカ病院の臨床ディレクターおよ
び理事、同病院の医療研修コーディネーターを務めていました。

マイア博士は、国立公衆衛生学校で健康促進の博士号を取得しており、
研究は「母子関係の決定要因」に焦点を当てています。また、国立公
衆衛生学校の教授でもあり、メンタルヘルスと健康促進の教育と研究
に貢献しています。

マイア博士は、EEEA 助成金とカルースト・グルベンキアン財団の支
援を受けて、精神疾患を持つ親の子どものメンタルヘルス促進と妊娠
中および生後 1 年間の母親のメンタルヘルスに焦点を当てたセメンテ 
プログラムなど、革新的なメンタルヘルス プログラムにおけるリー
ダーシップで知られています。

EUCOMS リスボン会議では、マイア博士はパネルディスカッション 
「臨床実践における 3つのCMHT - 課題、持続可能性、および開発」
のモデレーターを務めました。彼女のモデレーターとしての活動によ
り、精神保健システムに関する深い知識と経験を活かして、コミュニ
ティ メンタルヘルス チームの実践的な実装と進化に関する重要な議
論が促進されました。モデレーターとしてのマイア博士の役割により、
パネルディスカッションは貴重な洞察で豊かになり、講演者と参加者
の間で有意義な交流が促進されました。

臨床実践における 3つのCMHT: 課題、持続可能性、発展



（注：原文のPDFのリンクからスライドを見ることができます）

医学博士、ULS バイショ アレンテー
ジョの精神科研修医、ベジャ コミュ
ニティ メンタル ヘルス チームの

メンバー

マリア・モウジーニョ博士は、
ULS バイショ・アレンテージョ
の精神科研修医であり、重度の
精神疾患を持つ人々に対する持
続可能な地域密着型のケアに注
力するベジャのコミュニティ・
メンタルヘルス・チームのメン
バーです。

現在、彼女はメンタルヘルス政
策とサービスに関するリスボン
国際学習プログラムに在籍して
おり、ポルトガル家族療法協会
で体系的実践と家族療法の研修
を受けています。

EUCOMS リスボン会議へのモウ
ジーニョ博士の貢献は、持続可
能な統合アプローチに沿った地
域密着型の家族中心のメンタル
ヘルス・ケアを推進する彼女の
献身を際立たせました。

ベジャ・コミュニティメンタルヘルスチームにおける
臨床実践

バイショ・アレンテージョの精神科
コンサルタントおよびコミュニティ

メンタルヘルスチームの
コーディネーター、医学博士

セリア・サントス博士は、2015 
年からバイショ・アレンテー
ジョ地方保健局の精神科コンサ
ルタントを務めており、セルパ、
モウラ、ヴィディゲイラ、フェ
レイラ・ド・アレンテージョ、
アルジュストレルにサービスを
提供するコミュニティ精神保健
チームの調整役を務めています。

また、個人的な実践も行ってお
り、ベジャ工科大学の学生、教
師、スタッフ向けの精神保健
サービスをサポートしています。
彼女のリーダーシップとコミュ
ニティ中心のケアへの献身は、
バイショ・アレンテージョにお
ける持続可能な精神保健サービ
スの推進に重要な役割を果たし
ています。



（注：原文のPDFのリンクからスライドを見ることができます）

ビゼウ・ダオ・ラフォエス地域保健
ユニットの作業療法士

フィリパ・カタリーナ・ロペス
氏は、この分野で 21 年以上の
経験を持つ熟練した作業療法士
です。アルコイタオ高等健康学
校で学士号を取得し、コインブ
ラ大学で特殊集団の健康と運動
に関する大学院資格を取得して
います。

18 年間、ビゼウ脳性麻痺協会で
働き、脳性麻痺の患者を支援し
てきました。2021 年以降、ビゼ
ウ・ダオ・ラフォエス地域保健
ユニットの先駆的な多職種コ
ミュニティ メンタル ヘルス 
チームの一員として、コミュニ
ティベースのメンタル ヘルスケ
アに彼女の専門知識が大きな変
化をもたらし続けています。

ダオ・ラフェス・コミュニティメンタルヘルスチーム
挑戦、持続可能性、発展

医学博士、精神科医、ダオ・ラフォ
ンエス・コミュニティメンタルヘル
スチームのコーディネーター

ヒューゴ・アフォンソ博士は、
2020 年からヴィゼウ・ダオ・ラ
フォンイス地方保健協会の精神
科医を務めています。2021 年に
は、ダオ・ラフォンイス地域精
神保健チームのコーディネー
ターに就任し、地域にコミュニ
ティベースのメンタルヘルスケ
アとサポートを提供する取り組
みを主導しています。彼の仕事
は、統合された持続可能な精神
保健サービスの促進に重点を置
いています。



（注：原文のPDFのリンクからスライドを見ることができます）

医学博士、トマール病院の精神科顧
問医（ULSMT）

イネス・フェルナンデス博士は、
コインブラ大学で医学修士号を
取得し、認知行動療法、司法精
神医学、メンタルヘルスの大学
院資格を取得しています。

現在、彼女はトマール病院
（ULSMT）の精神科医コンサル
タントとして、オウレンの成人
向けコミュニティメンタルヘル
スチームと電気けいれん療法ユ
ニットで働いています。彼女は
ポルトガルと英国の主要病院で、
コミュニティ精神医学、リエゾ
ン精神医学、老年精神医学、摂
食障害、電気けいれん療法のト
レーニングを受けています。

オウレン・コミュニティメンタルヘルスチームにおける
臨床実践

医学博士、ULS Médio Tejoのコミュニ
ティ精神医学コーディネーター

ホルヘ・ミゲル・ダ・シルバ・
カルヴァリェイロ博士は、コ
ミュニティ精神保健の分野で豊
富な経験を持つ精神科医です。
2011年から2016年まで、コイン
ブラ大学病院センターの「レイ
リア・ノルテ」コミュニティメ
ンタルヘルスチームに所属して
いました。

2016年以降、ULSメディオ・
テージョ精神科サービスでコ
ミュニティ精神医学のコーディ
ネーターを務め、2021年からは
オウレンコミュニティメンタル
ヘルスチームのコーディネー
ターを務めています。カルヴァ
リェイロ博士のリーダーシップ
は、持続可能で統合されたコ
ミュニティベースの精神保健ケ
アの推進に重点を置いています。



精神科医博士、EUCOMS 議長、GGZ-NHN ディレクター

René Keet は精神科医として活躍しており、オランダのコミュニティ 
メンタル ヘルス サービス GGZ-NoordHolland-Noord の国際化担当理
事顧問を務めています。彼は、コミュニティ メンタル ヘルス ケアの
国際改革プロジェクトにトレーニング、e ラーニング、サービス評価、
サポートを提供する FIT アカデミー (Flexible, Innovative Top-
ambulatory) を設立しました。彼は、サイエンスと臨床実践に加えて、
自身の経験を専門知識のリソースとして活用しており、現在もこれを
学んでいます。

彼は欧州コミュニティ精神保健サービスネットワーク（EUCOMS、
www.eucoms.net）の議長を務めています。このネットワークの目的
は、国際交流において互いの実践から学び、精神保健ケアにおける人
権を支援することです。これはコミュニティ精神保健の共通のビジョ
ンに基づいた実践コミュニティです。

コミュニティ精神保健は、人権、公衆衛生、回復、有効性、ピアの専
門知識という 6 つの原則に基づいています。彼はこれらの原則を 
https://vimeo.com/256413380 で説明しています。

彼は、モルドバの MENSANA（http://trimbos.md/?lang=en）などの精
神保健改革プロジェクトや、ヨーロッパ全土およびそれ以外の地域で
のその他のプロジェクトの国際的な専門家です。彼はウクライナのコ
ミュニティベースの精神保健に関する WHO のコンサルタントです。
彼は、精神保健に関するグローバルリーダーシップ諮問グループ
（GLAG-MH）のメンバーです（https://gle.world/）。

グローバルな世界における持続可能な健康
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医学博士、理学修士、FEFIM、FACP（Hon）

ルイス・カンポス博士は内科医であり、ポルトガル保健環境評議会の
創設者兼会長です。彼は、国家保健計画 2021-2030 の委員、保健総局
の顧問、欧州内科連盟 (EFIM) の医療の質と専門的問題ワーキング グ
ループの議長を務めています。

カンポス博士は、これまで、保健政策実施のための病院ケアチームの
コーディネーター、リスボン西部地域の救急科のディレクター、聖フ
ランシスコ ザビエル病院の内科部長など、数多くの指導的役割を
担ってきました。彼は、NOVA 医科大学の教授、ポルトガル内科協会 
(PSIM) の会長、および国家医療品質評議会の会長を務めてきました。
さらに、彼は電子医療記録の国家コーディネーターを務め、マカオ政
府とアゾレス諸島政府に助言サービスを提供してきました。

医学教育と研究に多大な貢献をしているカンポス博士は、600 回を超
える会議での発表、数十の出版物の執筆、17 の本の章の執筆、2 冊の
本の編集を行っています。彼は EFIM のフェローであり、アメリカ内
科医会の名誉フェローでもあり、2024 年に National Internal Medicine 
Award を受賞しました。

カンポス博士のキャリアは、国内および国際レベルでの医療政策、医
療の質、医学教育の推進に対する彼の献身を反映しています。

持続可能な健康と環境
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臨床心理学者、EcoPsiポルトガルの
共同創設者

タニア・ペレイラ・ディニスは、
臨床心理学者、認知行動統合心
理療法士であり、個人開業、ト
レーニング、コミュニティ活動
で 20 年以上の経験があります。
彼女は、社会的包摂、青少年育
成、LGBTQ+ の権利、文化的多
様性の促進に積極的に取り組ん
でおり、これらの分野でいくつ
かの NGO を共同設立していま
す。

2020 年には、気候危機の心理的
影響に焦点を当てた EcoPsi ポル
トガルを共同設立しました。彼
女は、気候カフェ、エコ不安に
関する講演、ワークショップを
主導しながら、気候活動家への
臨床サポートを提供しています。
彼女の仕事は、メンタルヘルス
と社会的および環境的課題の橋
渡しをしています。

気候危機の状況における持続可能なメンタルヘルス
コミュニティ活動における心理学者の役割に関するEcoPsiの見解

心理学者、研究者、ミンホ大学の博
士候補

テレサ・ラケル・ペレイラは、
ミンホ大学の心理学者、研究者、
博士候補生で、同大学のポジ
ティブ発達および最適機能の研
究チームに所属しています。

EcoPsiのメンバーであるテレサ
は、気候危機の状況下でのメン
タルヘルスとウェルビーイング
を推進しています。彼女は、
ティーンエイジャーの気候ガイ
ドマニュアルの促進や、さまざ
まな科学コミュニケーションイ
ニシアチブのリーダーを務めて
います。科学出版物の著者であ
る彼女は、気候変動の緩和と適
応における心理学の役割に焦点
を当て、気候リテラシーの向上
のためにメディアと積極的に協
力しています。
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修士、不動産マネージャー、
GGZ Noord-Holland Noord のサステナビリティ リーダー

Freddie Ong 氏は、不動産管理と持続可能性の専門家で、メンタルヘ
ルス サービス GGZ NoordHioland-Noord で 10 年以上の経験がありま
す。2011 年にデルフト工科大学で不動産と住宅の修士号を取得した
後、メンタルヘルスケアの資金調達の困難な移行期にこのメンタルヘ
ルス サービスに加わり、企業の不動産管理に革新的なアプローチが
求められました。

Freddie 氏は、2016 年からソーラー パネルから始めて、サービスの持
続可能性イニシアチブを先導しました。2024 年までに、この組織は 
2029 年までに 72% の CO2 削減 (2015 年レベルと比較) を達成するこ
とを目指しています。2017 年から 2019 年にかけて、彼はオランダの
メンタルヘルス部門を代表して Nederlandse GGZ に参加し、持続可能
なゼロ排出への移行を提唱しました。

現在、フレディはヘイルーの 4 つの新しい建物とインフラ プロジェ
クトを含むプログラムを主導しながら、二酸化炭素削減、栄養、廃棄
物、モビリティ、調達、廃水中の薬物残留物、癒しの環境、循環性と
いう 8 つの主要テーマにわたって持続可能性を推進しています。彼の
仕事は排出量にとどまらず、将来の世代のためのより健康的なライフ
スタイルと持続可能な慣行に焦点を当てています。

メンタルヘルスサービスが持続可能性に取り組む



医学博士、博士号、精神科医、精神医学とメンタルヘルスの名誉教授
およびリスボン国際メンタルヘルス研究所所長

ホセ・ミゲル・カルダス・デ・アルメイダ博士は、NOVA メディカル 
スクールの精神医学およびメンタル ヘルスの名誉教授であり、リス
ボン国際メンタル ヘルス研究所の所長です。カルダス博士は、国内
および国際レベルでメンタル ヘルス サービス改革の重要人物です。

カルダス・デ・アルメイダ博士は、ポルトガルの国家メンタル ヘル
ス計画のコーディネーターを務め (2007 ～ 2011 年)、ワシントン DC 
の世界保健機関 (WHO) のアメリカ大陸メンタル ヘルス プログラムの
コーディネーターを務めました (2000 ～ 2006 年)。また、欧州委員会
のメンタル ヘルスに関する共同行動 (2013 ～ 2016 年) を主導し、世
界のメンタル ヘルス政策と実践に対する影響力をさらに強めました。

持続可能な
コミュニティメンタルヘルスチーム
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WHOCCリール、メンタルヘルス研究・研修のための健康協力グループの
コーディネーター

アラン・ダネットは、精神保健研究・研修のための保健協力グループ
のコーディネーターを務め、10 年以上にわたり WHO 協力センター 
(WHOCC) リールの戦略委員会のメンバーを務めています。この全国
グループは、フランスとその海外領土にある 30 の専門病院と一般病
院で構成され、特に WHOCC リールを通じてフランスで WHO の精神
保健政策を実施することに専念する 201 のサービスを代表しています。

アランは、WHO によって優れた実践モデルとして認められている、
リール東部のコミュニティ ベースの精神保健 (CBMH) サービスの推進
を担当しています。彼の仕事には、QualityRights、ピア サポート 
ワーカー、地域精神保健評議会などの主要な WHOCC プログラムの
推進が含まれます。

この役職に就く前は、コミュニティ社会活動センター全国連合に 15 
年間在籍し、選出された役人と連携してコミュニティの社会的イニシ
アチブをサポートしていました。アラン・ダネットは、国内外で革新
的なメンタルヘルスの実践を推進し続けています。

リールにおけるメンタルヘルスサービスの持続可能性：
フランスの地域課題
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サラマンカ大学精神病理学およびメンタルヘルス教授、医学博士

マヌエル・フランコ・マーティン博士は、医師、精神科医、サラマン
カ大学の精神病理学およびメンタルヘルスの教授であり、スペインの
サモラにある州立病院の精神科部長でもあります。彼はサラマンカ生
物医学研究所 (IBSAL) 内の精神科学研究グループのグループリーダー
であり、サラマンカ医学アカデミーのメンバーです。

フランコ・マーティン博士は神経心理学を専門とし、認知評価、リハ
ビリテーション、およびメンタルヘルスケアのアクセシビリティを向
上させるためのテクノロジーの統合に重点を置いています。彼の研究
は、革新的なツールとリハビリテーション技術を利用して行動の問題
に対処し、生活の質を向上させる、認知症の心理社会的およびケアの
アプローチに特に大きな影響を与えています。

優れた研究者である彼は、15 を超えるヨーロッパおよび国内のプロ
ジェクトを主導し、多数の国際臨床試験に参加してきました。彼はま
た、スペイン老年精神医学協会の会長、欧州老年精神医学およびイン
ターネット ネットワーク協会の理事として指導的役割を担い、スペイ
ンのアルツハイマー病戦略に関する国家委員会のメンバーでもありま
す。

フランコ マーティン博士のメンタル ヘルス研究への貢献は広く認め
られており、Web of Science に 153 件、Scopus に 124 件の論文が掲
載され、h 指数は 26、分野加重引用インパクトは 1.967 で、この分野
における彼の大きな影響力を反映しています。

ザモラ「網目状の」
メンタルヘルスコミュニティモデル
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エラスムス大学精神科医、公衆精神衛生学教授

C.L. マルダー教授は、精神科医であり、エラスムス大学医療センター
の公衆精神衛生学教授で、疫学および社会研究研究所を率いています。
また、ロッテルダムのアンテス/パルナシア精神医学研究所の救急サー
ビスで精神科医として勤務し、オランダ精神医学協会の会長も務めて
います。

マルダー教授の研究は、リカバリー、二重診断、精神疾患患者の被害、
精神科救急、アサーティブ アウトリーチ（積極的地域医療）、強制
(coercion)に焦点を当てており、記事、本の章、本など 300 を超える
出版物があります。

マルダー教授は、ヨーロッパ アサーティブ アウトリーチ財団の会長
を務め、欧州地域精神保健サービス提供者 ネットワーク (EUCOMS) の
理事でもあり、ヨーロッパ全土のコミュニティメンタルヘルスケアの
進歩に大きく貢献しています。

オランダにおける
CMHS（コミュニティメンタルヘルスサービス）の発展
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ノルウェー メンタルヘルス・依存症ケア協会 会長

トル・ヘルゲ・チェルタ氏は、ノルウェーメンタルヘルスおよび依存
症ケア協会の会長であり、オスロ市旧オスロ地区のメンタルヘルスお
よび依存症ケア開発センターの責任者です。彼は、公共および民間セ
クターにおけるサービス革新の公衆博士研究員 (INSEPP) であり、保健
および社会セクターにおける共同管理の修士号を取得しています。

EUCOMS の理事として、トル・ヘルゲ・チェルタは、ヨーロッパ全土
でのコミュニティベースのメンタルヘルスケアの推進に貢献し、この
分野での協力と革新を促進しています。彼のリーダーシップと専門知
識は、統合された共同アプローチを通じてメンタルヘルスおよび依存
症サービスを改善することに重点を置いています。

ノルウェーにおける
持続可能なコミュニティメンタルヘルスサービス



EUCOMS リスボン会議の初日は、リスボンの街の魅力、アレンテージョの豊かな
文化、そしてファドの魂のこもったメロディーが融合した忘れられない体験で終
わりました。

市内散策ではリスボンの中心部を巡り、参加者は街の活気ある歴史、見事な建築、
そして活気ある雰囲気に浸ることができました。その後、私たちはリスボンの中
心部にある歴史的な宝石、カサ・ド・ アレンテージョで温かく迎えられました。

美しく修復された 17 世紀の宮殿にあるカサ・ド・アレンテージョは、アレンテー
ジョ地方のユニークな文化、料理、遺産を紹介しています。華やかなムーア風の
中庭、精巧なタイル細工、そして壮大な舞踏室を備えたこの会場は、その夜に特
別な雰囲気を提供しました。

私たちは、伝統的なアレンテージョ料理を堪能する素晴らしいディナーを堪能し
ました。この料理は、この地域の豊かな食文化の伝統を味わうのに最適です。こ
の夜は、リスボンの魂をとらえた音楽、アル・ムラリアによる魅惑的なファドの
演奏によってさらに特別なものとなりました。心のこもった歌詞と感動的なメロ
ディーの組み合わせは、出席者全員を魅了し、私たちに大切な思い出を残してく
れました。

この特別な夜は、リスボンの精神を祝うだけでなく、EUCOMS ネットワークを特
別なものにしているつながりと共有体験を祝うものとなりました。

第1日目 まとめ

リスボンの思い出に残る夜：市内散策、カサ・ド・アレンテージョ、ファド音楽



EUCOMS リスボン会議の現地視察は、参加者に、リスボン全域の革新的なメンタ
ルヘルスの取り組みとコミュニティベースの実践を探索するユニークな機会を提
供しました。各訪問では、リカバリー志向のケア、学際的なコラボレーション、
メンタルヘルスと社会的包摂を改善するための創造的なアプローチを強調した模
範的なプログラムとサービスが紹介されました。コミュニティメンタルヘルス
チームから画期的なアートとメンタルヘルス介入まで、これらの訪問は、ポルト
ガルのメンタルヘルス改革の進歩に関する貴重な洞察を提供しました。

専門家のガイドと実践者に同行して、参加者はこれらの刺激的なプログラムの背
後にいる人々やチームと交流することができました。以下は、各取り組みの主な
特徴と独自の貢献を強調した 7つの訪問の概要です。

現地視察

リスボンの7つのサービスからのインプレッション



1. コミュニティメンタルヘルスチーム
(ULS アマドーラ/シントラ – ダマイアおよびケルス)

この訪問では、約 60,000 人の住民にサービスを提供する別のコミュニティ メンタ
ル ヘルス チームを視察しました。訪問者は Espaço@com Damaia デイ ファシリ
ティを見学し、チームのリカバリー志向の介入について学びました。主なプログ
ラムには、周産期のメンタル ヘルスと精神疾患を持つ親の子供を対象とした 
Semente プログラムが含まれます。外来サービスは、非居住型ケアを必要とする
患者の自立、機能回復、および社会職業復帰を支援することを目的としています。
チームはまた、コミュニティ パートナーと協力して支援付き雇用イニシアチブを
実施しました。



2. コミュニティメンタルヘルスチームとESPAÇO@COM QUELUZ
(ULS アマドーラ/シントラ)

この訪問では、110,000 人以上の住民にサービスを提供するコミュニティ メンタ
ル ヘルス チームが紹介されました。精神科医、看護師、心理学者、ソーシャル 
ワーカー、管理アシスタントで構成されるこの多職種チームは、リカバリーに基
づく介入を提供します。参加者は、評価、治療、心理社会的介入、リハビリテー
ションを統合し、自立と社会職業復帰を促進する Espaço@com Queluz デイ ユ
ニットを見学しました。

主なハイライトには、児童思春期精神科サービスと共同で開発された、周産期の
メンタル ヘルスと精神疾患を持つ親の子供へのサポートに重点を置いた Semente 
プログラムが含まれていました。



3.ウルスロのコミュニティメンタルヘルスチーム
西リスボン/オエイラス

参加者は、オエイラスにある定評のあるコミュニティ メンタル ヘルス チームを訪
問しました。このチームは 30 年以上活動しており、現在 2,000 人以上の個人をサ
ポートしています。改装された消防署を拠点とするこの施設には、診療室、治療
グループ スペース、デイ ユニットがあります。チームは、心理療法、心理評価、
家族介入、家庭訪問、危機介入、投薬管理を提供しており、すべて社会的包摂と
ケアの継続を促進することを目的としています。



4. リスボン市街地における
ソーシャル・プリスクリプション（社会的処方）プロジェクトとコミュニティの関与

この訪問では、地元のプライマリケアユニット（USF da Baixa）でのソーシャル 
プリスクリプション（社会的処方）の取り組みに焦点を当てました。この取り組
みでは、アジアからの移民や孤立した高齢者を、メンタルヘルスと社会的包摂を
促進するリソースに結び付けています。参加者は、リンクワーカーと共同で個別
のプランを作成し、芸術や文化プログラムなどの活動の「処方箋」を作成すると

いう共同プロセスについて学びました。訪問者は、これらの充実した活動を提供
するパートナー組織も見学しました。



5. MAAT博物館訪問と革新的なメンタルヘルス介入

MAAT 博物館では、参加者は芸術と人権、メンタルヘルスを融合した芸術とメンタ
ルヘルスのハブであるマニコミオを見学しました。この訪問には、美術館や図書
館などの芸術の場で精神医学的および心理的サポートを提供するオープン セラ
ピー ネットワークも含まれていました。ハイライトは、マニコミオと共同で開発
された「メンタルヘルスのためのロードマップ」プロジェクトで、メンタルヘル
スのサポートとスティグマ（偏見）の軽減における美術館の役割に焦点を当てて
います。



6. ARIA – 精神保健リハビリテーションと回復のためのNGO

参加者は、1991 年以来、精神衛生上のニーズを持つ個人を支援することに専念し
ている非営利団体 ARIA を訪問しました。ARIA は、心理社会的リハビリテーショ
ン、職業訓練、支援付き居住ユニット、在宅支援サービスを提供しています。
ARIA Gardens などのプログラムは、職業統合、スキル開発、コミュニティへの再
統合を促進し、自立を促進するとともに、意識を高め、家族のサポートを提供し
ます。



7. カサ・ド・インパクト

リスボンのサンタ・カーサ・ダ・ミゼリコルディアが管理する 17 世紀の歴史的な
宮殿にある Casa do Impacto で、参加者は活気に満ちた社会イノベーションの中
心地を探索しました。この訪問では、起業家の間でメンタルヘルスケアを標準化
し、企業が従業員の健康を優先するように促すことを目的とした TARGET プログ
ラムなどのメンタルヘルスの取り組みが紹介されました。Casa do Impacto のエコ
システムは、持続可能性、社会的起業家精神、そして社会貢献のためのテクノロ
ジーに重点を置いています。



第2日目プレゼンテーション

演者と各プレゼンテーションについて

サステナブル（持続可能）な回復

議長：ジョアキン・ガゴ



（注：原文のPDFのリンクからスライドを見ることができます）

医学博士、精神科医、
リスボン国際精神衛生研究所事務局長

マヌエラは、リスボン・ノルテ大学病院精神科の精神科医で、コミュ
ニティ精神保健チームと精神社会リハビリテーションユニットの両方
をコーディネートしています。彼女はリスボン大学医学部の招聘教授
であり、リスボン国際精神保健研究所の事務局長を務めています。

マヌエラは、ポルトガル医師会精神医学部の学長として、ポルトガル
における精神科診療とメンタルヘルスケアの発展に主導的な役割を果
たしています。彼女はまた、ポルトガル・アメリカ開発財団から第 2 
回 FLAD 科学賞精神保健を受賞した優れた研究者でもあります。受賞
したプロジェクト「クリティカルタイム介入タスクシフト（CTI-TS）
モデルの有効性」は、リスボン首都圏の精神科入院治療から移行する
重度の精神疾患患者に対するピアサポートワーカーを含むリカバリー
志向の介入を評価するものです。

マヌエラのリーダーシップと貢献は、エビデンスに基づいたリカバ
リー志向のメンタルヘルスケアとポルトガルにおける革新的な実践の
統合に対する彼女の献身を反映しています。

ポルトガルにおけるパイロットピアサポートプロジェクト



（注：原文のPDFのリンクからストーリーを見ることができます）

CTI-ピアサポートのピアワーカー

イングリッド氏はピアサポートワーカーです。長年、メンタルヘルス上の
問題と頻繁な入院に悩まされた後、2017 年に自分自身をよりよくケアする
ための変革的な一歩を踏み出しました。睡眠不足やマリファナの使用など
の主要な引き金を特定し、自分の状態を受け入れることで、彼女は徐々に
意識、レジリエンス、忍耐力をもって生活を立て直しました。

偏見と経験不足のために就職が困難だったイングリッド氏は、ピアワーカ
ーとして CTI ピアサポートプロジェクトに参加するという人生を変えるよ
うな機会を得ました。ポルトガルのこの先駆的な取り組みでは、6 人のピア
と 6 人のコミュニティメンタルヘルスエージェントがペアになり、病院か
らコミュニティに移行する個人をサポートします。9 か月間患者と一緒に働
きながら、イングリッド氏は参加者が住宅、生活スキル、精神衛生治療、
社会的支援、教育/雇用などの主要分野で目標の優先順位付けを行えるよう
支援しています。

イングリッド氏は、患者のためにではなく、患者とともに行動することの
重要性を強調し、孤立を克服するために患者がコミュニティと再びつなが
るのを助けています。経験を共有する者として、彼女は、この仕事を通じ
て個人の成長と目的を見つけながら、他の人に理解、希望、エンパワーメ
ントを提供する上で仲間が重要な役割を果たすと信じています。

この機会により、イングリッド氏は再び夢を見る力を得ました。彼女は、
この画期的なプロジェクトが、ポルトガルでメンタルヘルスの問題に直面
している他の人々に希望と変化をもたらし続けることを願っています。

彼女のストーリーを読むには、以下をクリックしてください。

ポルトガルにおけるパイロットピアサポートプロジェクト



ユーザーリサーチセンター（URC）のピアエキスパートおよびプロジェクトリーダー

ベバリー・ローズ氏は、UCLA（米国）で社会心理学と臨床心理学の
学位を取得し、VU大学（オランダ）で文化と組織行動の学位を取得し
ています。彼女は、実体験を持つプロジェクトリーダー、コンサルタ
ント、研究者であり、ピアの知識の推進に特化したネットワークであ
るユーザーリサーチセンター（URC）の代理として働いています。

ベバリーは、グローバルメンタルヘルスピアネットワークのオランダ
代表を務め、その国別リーダーシップ委員会のメンバーでもあります。
URCは、オランダ国際メンタルヘルスハブ（2024年メンタルヘルスサ
ミットの主催者）、EUCOMSネットワーク、IIMHL/グローバルリー
ダーシップエクスチェンジ（GLE）の主要パートナーでもあります。

魅力的でインタラクティブな話し方で知られるベバリーは、セッショ
ン中にプレゼンテーションに頼らず、自由に話し、聴衆と直接つなが
ることを選択しました。ピアエキスパートとして、彼女はセミナーの
閉会スピーチも行いました。これは、現地とオンラインの両方で行わ
れるすべての EUCOMS 会議で守られている強力な伝統であり、実体験
を持つ個人の声を中心とするイベントの取り組みを強調する有意義な
瞬間でした。

リカバリーカレッジの経験



（注：原文のPDFのリンクからスライドを見ることができます）

FamiliarMente 理事長

ジョアキナ・カステラオ氏は、
2015 年以来、精神疾患経験者の
家族協会ポルトガル連盟である 
FamiliarMente の理事長を務めて
います。深刻な精神疾患を患う家
族の介護者として 30 年以上の経
験を持つ彼女は、メンタルヘルス
における家族の権利と代表権の擁
護者として主導的な役割を果たし
ています。

彼女は、国立保健評議会、国立精
神保健評議会、精神保健法および
政策の改訂作業グループのメン
バーを務めてきました。現在は、
リスボンおよびテージョ渓谷地域
精神保健評議会および医薬品入手
可能性管理監視委員会のメンバー
です。

家族のサポートと参加
FamiliarMente – 精神疾患経験者の家族協会ポルトガル連盟

MSc、FamiliarMente 取締役顧問

フランシスカ氏は、アヴェイロ
大学で心理学の学位（2021年）
と健康心理学および神経心理学
の修士号（2023年）を取得して
います。彼女の学業の歩みは、
NEPAAUAvとANEPを通じて学生
の代表として積極的に関与し、
メンタルヘルスの偏見と闘うた
めにヨーロッパ心理学学生協会
（EFPSA）でボランティア活動
を行うなど、擁護活動への強い
コミットメントを反映していま
す。

現在、フランシスカは、精神疾
患経験者の家族協会のポルトガ
ル連盟であるFamiliarMenteの理
事会顧問を務めており、家族の
権利と精神衛生の意識の向上に
貢献しています。



（注：原文のPDFのリンクからスライドを見ることができます）

博士、名誉教授、MIND理事

ヤープ・ファン・ヴェーゲル博士は、ティルブルフ大学の社会科学者
であり名誉教授であり、リカバリー、リハビリテーション、社会的包
摂を専門としています。以前は、トリンボス研究所の精神科リハビリ
テーション研究部門を率い、精神疾患患者のリカバリーに関するオラ
ンダの国立専門センターであるフレノスの科学ディレクターを務めま
した（2010～2021年）。

リカバリー、リハビリテーション、社会的包摂に関する300以上の出
版物を持つヤープは、この分野の著名人です。現在は、オランダでメ
ンタルヘルスを促進し、精神疾患を持つ人々を支援する全国組織であ
るMINDの理事を務めています。

就労支援



（注：原文のPDFのリンクからスライドを見ることができます）

ISPA – Instituto Universitário 博士号、教授

ホセ・オルネラスは、リスボンの ISPA – Instituto Universitário の教授
で、コミュニティ心理学の修士課程と博士課程を指導しています。彼
は、ボストン大学とポルト大学で心理学の博士号を取得しています。

研究と実践のリーダーであるホセは、エンパワーメント、精神疾患を
持つ人々のコミュニティへの統合、ホームレス問題の解決に焦点を当
てた数多くの国内外のプロジェクトをコーディネートしてきました。
彼は、ISPA の APPsyCI – 応用心理学能力とインクルージョン研究セン
ターのコーディネーターであり、精神疾患を持つ人々のコミュニティ
への統合を支援する組織である AEIPS の創設者でもあります。2009 年、
AEIPS はポルトガル初の Housing First プログラムを開始しました。

最近、ホセはホライズン 2020 コミュニティ リサーチ & イノベーショ
ン プログラムの一環として、ヨーロッパの研究プロジェクト 
HOME_EU:ホームレスは不公平である、の調整役を務め、包括的で持
続可能なソリューションの推進における自身の影響力をさらに強化し
ました。

ハウジングファースト: 精神保健政策への貢献



閉会の辞

EUCOMS リスボン会議は、すべての期待を上回る変革的な経験となり
ました。当初は 100 人未満の参加者を対象としたセミナーとして計画
されていましたが、350 人が参加する本格的な会議に成長し、ヨー
ロッパ全体で持続可能なコミュニティ メンタル ヘルスを推進するとい
う勢いと共通のコミットメントが高まっていることを反映しています。

2 日間にわたって、リカバリー志向のケア、コミュニティ メンタル ヘ
ルス チームの実践、ピア サポート、メンタル ヘルス統合への革新的
なアプローチなどの主要なテーマについて検討し、経験を共有してコ
ラボレーションを促進しました。洞察に満ちたプレゼンテーション、
インタラクティブなディスカッション、充実した現地視察は、持続可
能なメンタル ヘルス サービスを実現するために取り組んでいるチーム
の献身、創造性、レジリエンスを実証しました。

Casa do Alentejo の温かいもてなしや魂を揺さぶるファドの演奏など、
文化的なつながりの瞬間によってイベントはさらに充実し、コミュニ
ティ、インクルージョン、そして私たちが行うすべてのことにおける
共通の人間性の重要性を思い出させてくれました。

このイベントの開催に尽力してくださったすべての方々に、心から感
謝申し上げます。特に、次の方々に心から感謝申し上げます。
• Joaquim Sousa Gago 氏と Maria João Marques 氏。この特別なイベン
トの調整に、リーダーシップ、ビジョン、そして努力が不可欠でした。
• Miguel Xavier 氏。ポルトガルのメンタルヘルス改革に対する揺るぎ
ないサポートと貢献、そしてこの会議での役割。
• Admedic のロジスティクス チーム。そのたゆまぬ努力により、すべ
ての詳細がシームレスにまとまるようにしました。

また、このイベントに専門知識、経験、エネルギーをもたらしてくれ
たすべての講演者、モデレーター、ボランティア、参加者にも感謝の
意を表します。皆さんの貢献により、この会議は知識の共有、つなが
り、インスピレーションのための真のプラットフォームとなりました。
EUCOMS ネットワークは、このイベントを大成功に導いた共同の努力、
眠れない夜、献身、そして創造性に心から感謝しています。

心からの感謝



そして忘れてはいけないのは

EUCOMSはネットワークを超え、家族になりつつあります



パートナーになる

それは可能です！精神疾患に苦しむ人々へのサービスを提供または支
援する個人や組織は、パートナーまたは協力者になることができます。
詳細と登録については、以下のリンクをクリックしてください。

ニュースレターを購読する

毎月、私たちはネットワークのニュース、情報、最新情報、今後のイ
ベントを共有しています。ニュースレターを毎月 1 回受け取るには、
購読してください。
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